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学校法人はまなす学園 

はまなす幼稚園 
北海道紋別郡興部町字興部206番地の３ 

電話 ０１５８―８２―２３０３ 

FAX  ０１５８―８２―２６７２ 

 子育てサポートセンター はこぶねハウス 

0158―82―2315 

 

興部保育所 
北海道紋別郡興部町字興部1322番地の16 

電話・FAX 0158-82-2707 



１、 はまなす学園（２０２２年３月末現在） 

    （１）２０２１年度はまなす学園組織（敬称略） 

      ・顧 問    井谷定幸、横内武久 

      ・理事長    芦澤順三 

   ・監 事    田中啓一、對馬良一 

      ・理 事    芦澤順三、松田 仁、牧村之人、服部徹也、内堀健悟、伊藤大道、小山哲夫、 

      ・評議員    西山 茂、松田 仁、服部徹也、長嶺 毅、今井 睦、笹岡彰仁、橋本佳樹、伊藤健二、村上浩一、

渡辺 亨、十河智恵美、小山童史、岩渕雅代、（２名欠員） 

 （２）学園の主な決議 ＜興部保育所 興部町の指定管理指定により運営開始年度＞ 

  ・任期満了に伴う理事・監事選任を行い、上記役員を選出し全員が重任となり、理事長は現芦澤順三氏が重任とな

った。 

  ・学校法人はまなす学園のホームページと連携するインスタグラムを開始することを議決した。 

  ・興部町幼保連携型認定こども園新園舎実施設計に向けて、快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する年間

の一次エネルギーの収支をゼロにすることを目指した建物を目指すための補助金制度「ＺＥＢ」を活用した設計

に変更し、建物は興部町が建設し、運営を学校法人はまなす学園が行うことを議決した。 

  ・幼保連携型認定子ども園整備計画の関する件（学園としての推進方針） 

    学園が理想とする保育を実施する為に当学園が今まで培ってきた経験と今後新園舎での子どもの成長を保証で

きる必要備品を選定することが必要と考える。今後は興部町と当学園でどちらかが新規備品を購入するかを協議

する必要がある。今回、新規備品購入が当学園となった場合に特定資産の施設拡充引当特定預金を取り崩し財源

に充てることを議決した。また、既存園舎の取り崩しへの財源とすることも合わせて議決した。 

  ・伊藤大道理事が稚内の学校法人ひかり学園理事長に就任することを承認議決した。 

  ・法改正に伴う「育児・介護休業等に関する規則の一部改訂」を行った。 

  ・興部町と締結している興部保育所の指定管理に関する協約が、２０２２年３月末で期間満了となるため、予定し

ている認定こども園整備の遅れに伴い、２０２２（令和４）年４月１日から２０２５年３月３１日までの期間に

関する指定管理に関する協定を締結すること議決した。 

 

興部町の第６期総合計画（2021：h30～2027：R９）の第3編第3章「子育て環境の充実」において、2019年3月

に策定された「興部町子ども・子育て支援事業計画」に基づき、興部町内の乳幼児の健全育成を図るために幼

保一元化（はまなす幼稚園と興部保育所）を推進し、2019年度から興部保育所の指定管理運営を継続して3年を

経過し、幼保一元化（幼保連携型認定こども園の整備）に向けた基本設計・実施設計の準備が進められてきた。

環境に配慮した未来志向のＺＥＢによる新施設建築は興部町が行い、はまなす学園は工事に含まれない機器備

品購入及び現園舎取り壊しを学園の基金を取り崩して実施することとして、はまなす学園がその運営を担うこ

ととして2024年秋の開設を目指して準備が進んでいる。 

しかしながら、2021年度も新型コロナウィルス感染症対応のために、マスク着用や手指消毒・換気・讃美歌

や季節の歌を歌わないなど園児にも制限が多くかかってしまったが、運動会やお泊り会・体験保育などの主要行

事は内容を変更しながら予定通り実施することができた。残念ながら、2022年2月に職員1目が罹患し、幼稚園・

はこぶねハウスを臨時休園とせざるを得ない状況となり、紋別保健所・興部町福祉保健課・興部町教育委員会と

協議して対応の結果、感染拡大を防止することができた。 

   また、本年度も「施設型給付費補助金」を受ける幼稚園として運営し、在園児居住市町村である興部町・雄武

町より施設型給付費補助金の給付を受けて安定した学園運営が行われ、今年度も監査業務を實吉孝範（旭川市）

と監査契約を締結し監査が行われた。（2019年10月より保育料無償化により3歳児以上の保護者負担が軽減して

いる） 

   今後も上記の認定こども園移行を目指した施設の実施設計の検討課題が山積している。小山哲夫園長の定年

退職に伴い、２０１５年４月から再雇用として園長の職を継続しているが、認定子ども園・園舎移築等の課題を

解決していくためには、小山哲夫氏がはまなす幼稚園園長・興部保育所所長を兼務しながら、認定子ども園への

移行を実現していく為に、事務小山童史氏が様々な業務分担・負担をしながら、具体的な対応を行ったことによ

り学園運営・新園舎建築業務が順調に行われてきた。今後も、園長後継者についても検討を重ねることが必要で

ある。 

  （２）財務報告（単位円） 

収入の部 支出の部 

学生生徒等納付金収入 37,500 人件費支出 82,448,603 
手数料収入 20,000     教員人件費支出 42,121,702 
寄付金収入 30,000     職員人件費支出 35,379,024 
補助金収入 114,473,180     その他人件費支出 4,947,877 
  道管理運営費補助金収入 553,000 経費支出 20,596,185 
    施設型給付費収入 70,199,540 借入金等利息支出 0 
    市町村補助金収入(運営費) 41,700,840 借入金等返済支出 0 
    市町村補助金入(学童保育) 2,019,800 施設関係支出 0 
  

 
設備関係支出 1,211,797 

資産売却収入 0 資産運用支出 15,000,000 
付随事業・収益事業収入 329,617 その他の支出（未払前払） 3,754,800 
受取利息・配当金収入 3,855     
雑収入・施設利用料収入他 2,084,500     
借入金等収入 0     
前受金収入 0     
その他の収入（前期未収金） 3,842,090 〔予備費〕   
資金収入調整勘定 △ 9,235,845 資金支出調整勘定 △ 2,753,287 
前年度繰越支払資金 16,042,456 翌年度繰越支払資金 7,369,255 

収入の部合計 127,627,353 支出の部合計 127,627,353 



２、はまなす幼稚園 報告 

 （ａ）２０２１年度 総主題 『愛し合う仲間（ともだち・自然・動物・資源を大切に）』 

  ２０２１年度は、年間総主題『愛し合う仲間(ともだち・自然・動物を大切にする心を広げよう)』を基本にして

一年間を過ごすことができたが、新型コロナウィルス感染拡大防止のため紋別保健所・興部町福祉保健課・興部町

教育委員会と連絡調整を図り、職員１名が罹患して２０２２年２月１６日～２３日までを臨時休園、指定管理興部

保育所園児・子育て支援センターはこぶねハウスの児童が罹患の為２０２２年４月１日～５日（興部保育所６日）

まで臨時休園、さらに園児罹患の為２０２２年５月９日～１３日まで臨時休園（幼稚園）としてそれぞれ園舎施設

の消毒、救援期間の園児他の健康状態把握・感染状況把握を行った。幸い、いずれの場合も重症に至るケースはな

く子ども達は健康を回復することができた。 

 このような感染状況のため、今年の卒園式は卒園児と保護者・教職員だけで一部簡略化して行わざるを得ない状況

です。大変残念でしたが、卒園児一人一人の旅立ちが温かく豊かな祝福の時となるよう祈りながら執り行った。 

この感染が終息しても、ウィルスそのものは無くなりません。これからは新型コロナウィルスと共生する「Withコロ

ナ」の時代となります。さらに、ＩＴやＡＩが飛躍的に進化し、リモートワーク・バーチャルリアリズムの進化、

アバターによる疑似体験の増加等、人類は未知の世界に突入しています。子ども達が社会人として自立する頃には

生活様式が激変し、価値観も大きく変化すると予想されます。そして益々、子ども達の心を惑わす沢山の物や出来

事も溢れてくるでしょう。新しい時代の主人公として生きる為には、ＩＴ・ＡＩに翻弄される生き方ではなく、そ

れらを人生を豊かにするツールとして使いこなし、時代の主人公として希望のステージに登らなければなりませ

ん。未知への不安はありますが、子ども達にとって幸せな舞台となるように心からお祈りしています。 

 

（ｂ）２０２１年度 はまなす幼稚園行事一覧 
 
４月 行事 

 4日 (日) イースター：イエス様の復活を祝う日 

       （幼稚園行事はありません） 

６日（火）２０２１年度進級式（午前保育） 

９日（金）第４９回入園式・ＰＴＡ総会（中止） 

１０日（土）土曜休園 

１２日（月）新入年少 １０：３０降園 

１４日（水）新年少：牛乳開始 

１５日（木）新年少：お弁当開始 １３：００降園 

交通安全指導(年中・年長)       １７日（土）

土曜休園 

１９日（月）合同礼拝 

２０日（火）全園児１４：００ 普通降園 

入園・進級記念写真撮影１０：００～   

２１日 (水) 年長：防災映画鑑賞   

年少交通安全指導 

２２日（木）年中：防災映画鑑賞  

２３日（金）年少：防災映画鑑賞 

２４日（土）土曜休園 

２６日（月）中止：PTA春の園舎清掃と臨時総会 

 

中止：子育てを語る会 

２７日（火）避難訓練（地震・津波） 

避難・園児引き渡し訓練 

２８日（火）４月お誕生会  

２９日（水）休日 昭和の日 

３０日（木）月末統計 

 

５月 行事 

１日（土）土曜休園 

３日（月）～５日（水）祝日 

６日（木）家庭訪問（来園面談） 

７日（金）母の日礼拝（園児のみ） 

８日（土）土曜休園 

１１日（火）身体３測定・手型・足型 （年中） 

１２日（水）身体３測定・手型・足型 （年長） 

１３日（木）鱒の稚魚放流・クラス交流保育 

１４日（金）身体３測定・手型・足型 （年少） 

１５日（土）土曜休園 

１７日（月）プップ（羊）毛刈り体験（保育参観） 

２２日（土）土曜休園 

２５日（火）内科検診（年長） 

２６日（水）内科検診（年中） 

２７日（木）内科検診（年少） 

２８日（金）５月お誕生会（野菜しょう油ラーメン） 

２９日（土）土曜休園 

３１日（月）月末統計 

 

６月 行事 

北海道：新型コロナ感染非常事態宣言解除継続中 

３日（木）開園記念日 休園 はこぶね開所 

５日（土）土曜休園 

８日（火）歯牙検診（全園児） 

９日（水）園児避難訓練 

１０日（木）春の遠足 

１３日（土）土曜休園 

１８日（金）父の日礼拝（園児のみ） 

１９日（土）土曜休園２６日（土）土曜休園 

２９日（火）６月お誕生会（サンドイッチ） 

３０日（木）月末統計 

 

 

７月 行事 

２日（金）運動会ごっこ（総練習） 

３日（土）土曜休園 

６日（火）幼児体操教室①（公民館）・保育参観 

９日（金）運動会会場準備 

１０日（土）２０２１度 おやこ運動会 

１２日（月）7/1０代休 はこぶね朝から開所 

１３日（火）視力検査（満３歳・年少） 

１４日（水）視力検査（年中・年長） 

１６日（金）７月お誕生会（流しソーメン） 

１７日（土）土曜休園 

２０日（火）月末統計 

２１日（水）第１期終業日礼拝（午前保育：牛乳あり） 

夏休み ７月２２日～８月１６日 

 

８月１７日（火）第２期始業礼拝 

午前保育・牛乳あり 



８月 ９月 行事 

＜８月＞ 

１７日（火）第２期始業礼拝 午前保育 

１８日（水）身体測定（満３・年少） 

１９日（木）園児海浜清掃ボランティア（雨天延期） 

２０日（金）身体測定（年中・年長） 

２１日（土）土曜休園 

２３日（月）１年生同窓会 

２４日（火）交通安全指導 

２７日（金）年長組お泊り会（感染予防の為宿泊なし） 

２８日（土）土曜休園 

 ３１日（火）８月お誕生会月（ﾐｰﾄｿｰｽｽﾊﾟｹﾞｯﾃｨ） 

月末統計 

＜９月＞ 

１日（水）北海道シェイクアウトに参加      

２日（木）幼児運動教室②トレセン 

４日（土）父母参観日は延期します 

７日（火）秋の遠足（園児と教師） 

 １１日（土）土曜休園 

１６日（木）いもほり体験（雨天延期） 

１８日（土）土曜休園 

２０日（月）休日 敬老の日 

２１日（火）避難訓練・消火訓練（教師） 

２３日（木）休日 秋分の日 

２４日（金）９月お誕生会（手作りうどん） 

２６日（日）ＰＴＡ親子凧揚げ交流会は中止します 

２７日（月）～（10/1）収穫感謝週間 礼拝 

３０日（水）月末統計 

 

１０月行事 

 

１１月 行事 

１２月 行事 

１月・２月 行事 

３月行事 

１日（金）収穫感謝昼食 

２日（土）土曜休園 

５日（火）図書館訪問 つくし・ひまわり 

６日（水）図書館訪問 ちゅうりっぷ 

７日（木）図書館訪問 たんぽぽ 

８日（金）避難訓練（防災映画鑑賞）予定 

９日（土）土曜休園 

１５日（金）世界食料ＤＡＹ（おにぎりの日） 

１６日（土）土曜休園 

１８日（月）保育分散参観 つくし・たんぽぽ 

１９日（火）保育分散参観 ちゅうりっぷ 

２１日（木）保育分散参観 ひまわり 

２３日（土）土曜休園  

２８日（木）１０月お誕生会（手作りシチュー） 

３０日（金）月末統計 

１日（月）防災点検 

２日（火）避難訓練 

３日（水）休日 文化の日 

４日（木）身体測定（年中・年長）文化祭作品搬入 

５日（金）身体測定（満３歳・年少）興部町文化祭作品展示 

６日（土）土曜休園   

１５日（月）クリスマス祝会説明会（満３・年少）11：00 

１６日（火）クリスマス祝会説明会（年中）13：30～ 

１７日（水）クリスマス祝会説明会（年長）13：30～ 

２０日（土）土曜休園 

２１日（日）興部保育所お遊戯会（公民館） 

２３日（火）休日 勤労感謝の日 

２５日（木）１１月お誕生会（ポトフ） 

２６日（金）クリスマス祝会ミニ総練習（幼稚園） 

２７日（土）土曜休園 

 

１日（水) アドベント始まり  

４日（土）土曜休園  

６日（月) 興部町子ども劇場 人形劇鑑賞 

８日（水）クリスマス祝会総練習(公民館) 

１０日（金）新年度入園願書配布開始 

クリスマス祝会:会場準備 

１１日（土）クリスマス祝会（中央公民館） 

１３日（月）代休 (はこぶねハウス開所) 

１４日（火）キャンドルサービス撮影会 

２２日（水）１２月お誕生会(デコレーションケーキ） 

２３日（木）月末統計 

２４日（金）終業日礼拝（午前保育） 

２５日（土） 冬休み(～1/1７) 

 

<１月＞ 

１８日（火）始業日 牛乳あり 午前保育 

１９日（水）卒園記念写真撮影 10：00～ 

２０日（木）避難訓練・個通安全指導(冬の安全) 

２２日（土）土曜休園 

２４日（月）保育参観日（年長） 

２５日（火）保育参観日（年中） 

２４日（水）保育参観日（満３・年少） 

２７日（木）お誕生会（おもちつき） 

２８日（金）年長：興部小 一日入学 月末統計 

２９日（土）土曜休園 

＜２月＞ 

１日（火）身体測定（年中・年長） 

２日（水）豆まき体験 

３日（木）身体測定（満３･年少）沢木小一日入学 

４日（金）年長：沙留小 一日入学 

５日（土）土曜休園 

７日（月）避難訓練・交通安全指導 

８日（火）年長：雄武小 一日入学 

１０日（木）新入園児体験保育 10：00～ 

１１日（木）祝日 

１２日（土）土曜休園 

１８日（金）２月お誕生会 

１９日（土）土曜休園 

２３日（水）祝日 

 ２５日（金）園児お別れパーティー 

２６日（土）土曜休園 

２８日（月）月末統計 

４日（金）２・３月お誕生会(すき焼き丼・ゼリー) 

８日（火）おわかれパーティー 

１６日（水）卒園式練習 

１７日（木）卒園式練習（卒園児 年度末統計） 

１８日（金）第４９回卒園式 10:00～ 

２１日（月) 春分の日 祝日 

２３日（水) 在園児 年度末統計 

２４日（木)  修業礼拝(午前保育:牛乳給食あり) 

２５日（金）春休み～4/5 

２８・２９・３０日 新年度担任との面接 

 

＜以下来年度の予定（変更の可能性があります）＞ 

4月 6 日(水) 在園児進級式(午前保育)牛乳あり 

 4月 7・8 日 園児普通保育 

4月 9 日(土) 第５０回入園式 



（ｃ）２０２１年度教職員 組織一覧表（2022/3/18現在） 

職 名 ク ラ ス 氏  名 当園勤務年数 免 許 備 考 

園 長 スクールバス運転兼務 小 山 哲 夫 ３７年 幼教１級 ｽｸｰﾙﾊﾞｽ 

主 任 満３歳児つくし組担任 十 河 智恵美 ３０年（通算） 幼教２級 常勤 
教 諭 産休・育休 遠 藤 恵 梨 ７年 幼教２級 2020/12/30産育休 

教 諭 ４歳児ちゅうりっぷ組担任 加 藤 眞由美 ２０年（通算） 幼教２級 常勤 
講 師 ４歳児ちゅうりっぷ組副担任 櫻 木 晴 奈 ４年 幼教２級 常勤 

教 諭 ３才児たんぽぽ組担任 吉 野 愛 子 ６年 幼教２級 常勤 

教 諭 ５歳児ひまわり組担任 橋 本 大 生 ９年（再任） 幼教２級 常勤 

 教 諭 保育補助 学童保育 山 本 まりな ３年 幼教２級 常勤 

講 師 ５歳児ひまわり組副担任 中 田 めぐみ １８年 幼教２級 常勤 

講 師 ３歳児たんぽぽ組副担任 小 山 真由美 １４年 幼教２級 非常勤 

講 師 非常勤講師 学童保育 伊 藤 大 道 １４年  非常勤 

講 師 預り保育 学童保育  櫻 木 晴 奈 ４年 幼教２級 常勤 

講 師 満３歳児つくし組副担任 椎 木 里 紅 0年 幼教２級 非常勤 

講 師 満３歳児つくし組補助 中 川 優 有 0年  非常勤 

事 務 スクールバス・保育補助兼務 小 山 童 史 １４年 幼教１級 ｽｸｰﾙﾊﾞｽ 

事 務 事務・会計 補助 岡 村 茉 莉 0年  非常勤 

用 務 掃除 近 田 清 美 ３年  非常勤 

用 務 掃除 渡 辺 由 紀 ３年  非常勤 

園 医 
堀 泰之（内科）、 牧村之人（歯科） 、 

加藤博美（薬剤師） 
   

興部保育

所 

主任 岩 渕 雅 世 ３年（前６） 保育士・幼２ 常勤 

保育士 １歳児 渡 辺 愛 子 １１年 保育士・幼２ 常勤 

保育士 ３・４・５歳児 伊 藤 由 佳 ３年（前６） 保育士・幼２ 常勤 

保育士 ３・４・５歳児 北 崎 美 緒 ３年（前２） 保育士・幼２ 常勤 

保育士 ２歳児 主任 宮 下 祥 ３年 保育士・幼２ 常勤 

保育士 代替 五十嵐 宏 美 ２年 保育士・幼２ 非常勤 

保育士 １歳児補助 佐 藤  舞 0年  常勤準職員 

調理員 武 山 通 子 ３年(前あり)  常勤準職員 

調理員 代替 桑 野 友 恵 ３年(前あり)  非常勤 

 

（ｄ）園児数 ２０２２年３月１５日 現在８４名（昨年 ８２名） 

クラス 担任・副担 補助 4月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 障がい児 

満３歳 つくし 十河智恵美・椎木里紅 中川/遠藤 0 7 9 10 11 12 13 14  

年少 たんぽぽ 吉野愛子・小山真由美  22 22 22 22 22 22 22 22  

年中ちゅうりっぷ 加藤眞由美・櫻木晴奈 
山本まりな 

小山哲夫 
24 24 24 24 24 24 24 25 1 

年長 ひまわり 橋本大生・中田めぐみ 小山童史 23 23 23 23 23 23 23 23 1 

合 計 ７名（昨年7名）  63 76 78 79 80 81 82 84  

 

（ｅ）第４９回 卒園児名簿 ひまわり 組 ２３名（男子１３名、女子１０名 ）担任：橋本大生 副担任：中田めぐみ、小山童史 

【４年保育】  １０名 飯塚明希子、長谷川凌史、飛弾野司、中山楓雅、近田凜也、小山詩乃、神島昂佑、安田琉斗、佃夕芽、 

伊藤日希、 

【３年保育】  １０名 小森由橘乃、佐藤あさぎ、國田真叶、加賀崚太、中野正都、須藤蒼斗、岡村紀来、渡辺翔太、堀ひかり、 

根本悠暉 

【２年保育】  ２名 田島弥空、菅原叶羽、 

【１年保育】  １名 神田知志 

 ＊以上の保育年数は、はまなす幼稚園での保育年数。 

【 入学先 】（3/18現在の予定） 

        興部小学校１６名、沙留小学校３名、雄武小学校２名、沢木小学校１名、 訓子府小学校 1名 

 

（ｆ）２０２１年度 ＰＴＡ役員・学級委員 

  （１）会 長 （１名） 渡辺 亨 （ひまわり組） 

副会長 （２名）  工藤 隆寛（会長推薦ちゅうりっぷ）・ 小山安奈（ひまわり組） 

        書 記 （２名）  山口 なつみ（たんぽぽ組）   ・ 小山哲夫（幼稚園） 

        会 計 （２名）  藤渡 早耶（ちゅうりっぷ組） ・ 小山哲夫（幼稚園） 

   （２）会計監査 （２名） 未定（ひまわり組）・未定（ちゅうりっぷ組） 

   （３）学級委員（各クラスで後日５名を選出）クラスで重複しない 



 

たんぽぽ組 桜庭美咲、斉藤愛美、山口 悠、山口なつみ、國田 蘭、 

ちゅうりっぷ組 菅井鮎子、岩田千夏、藤渡早耶、白浜裕佳、瀧本美奈子、 

ひまわり組 小山杏奈、神島理依、佐藤静香、安田吏奈、佃久美子、 

  ※つくし組の学級委員は、在籍数がある程度揃ってから決めた。クラス活動費は、一人一人の在籍月数に応じて計算した。 

（各園児 月額125円×在籍月数 合計額） 

＜歴代ＰＴＡ会長氏名＞ 

年度 ＰＴＡ会長 年度 ＰＴＡ会長 年度 ＰＴＡ会長 年度 ＰＴＡ会長 

１９７３ 佐藤智宏 １９８６ 蘇武敏雄 １９９９ 大黒 宏 ２０１２ 今井 睦 

１９７４ 大田豊治 １９８７ 横内武久 ２０００ 吉川澄雄 ２０１３ 近藤博信 

１９７５ 岩田 裕 １９８８ 五島 巧 ２００１ 吉野 武 ２０１４ 仲元寺恒平 

１９７６ 井尻克彦：佐藤智宏 １９８９ 菅井裕昭 ２００２ 松田 仁 ２０１５ 小林信弘 

１９７７ 平田博明 １９９０ 広木真司 ２００３ 畑山研二 ２０１６ 加藤 聡 

１９７８ 広瀬和興 １９９１ 遠山 登 ２００４ 大石徳博 ２０１７ 橋本佳樹 

１９７９ 近藤信雄 １９９２ 箭原寛幸 ２００５ 畠山宣人 ２０１８ 伊藤健二 

１９８０ 磯田幸弘 １９９３ 田中啓一 ２００６ 船水康博 ２０１９ 村上浩一 

１９８１ 長嶺正義 １９９４ 対馬良一 ２００７ 牧村之人 ２０２０ 武山嘉夫 

１９８２ 小柳和雄 １９９５ 秋島俊二 ２００８ 長嶺 毅 ２０２１ 渡辺 亨 

１９８３ 阿部昭一 １９９６ 硲 康昭 ２００９ 服部徹也   

１９８４ 大内善雄 １９９７ 西山 茂 ２０１０ 笹岡彰仁   

１９８５ 橋本 恵 １９９８ 宿野部 猛 ２０１１ 加藤 聡   

 

（ｇ）２０２１（令和３年）年度はまなす幼児教育学級活動 報告書 

NO 月日 学習テーマ 内容・方法等 時間 参加数 講師等 

1 4/ 幼児の発達と生活 新型コロナウィルス感染症予防の為中止    

2 5/ 幼児の発達と生活 新型コロナウィルス感染症予防の為中止    

3 6/ 幼児の発達と生活 新型コロナウィルス感染症予防の為中止    

4 7/ 幼児の発達と生活 新型コロナウィルス感染症予防の為中止    

5 8/ 幼児の発達と生活 新型コロナウィルス感染症予防の為中止    

6 9/ 幼児の発達と生活 新型コロナウィルス感染症予防の為中止    

7 10/ 幼児の発達と生活 新型コロナウィルス感染症予防の為中止    

8 11/ 幼児の発達と生活 新型コロナウィルス感染症予防の為中止    

9 12/ 幼児の発達と生活 新型コロナウィルス感染症予防の為中止    

10 1/ 幼児の発達と生活 新型コロナウィルス感染症予防の為中止    

11 2/ 幼児の発達と生活 新型コロナウィルス感染症予防の為中止    

 

（ｈ）２０２１年度 子育てサポートセンター「はこぶねハウス」実績報告 

      所属 利用料合計 日数 預り人数 平均教員数 事業経費 未確定 

計 
園 児 319,400 250 3,194(2,677） 3.0 250,000 

学 童 397,200 245 3,972(2,990) 3.0 353,000 

（１）預かり保育事業に関する件  

  幼稚園保護者に預かり保育が定着し利用園児の幅が広がり利用人数も増えている。新型コロナウイルスの感染

症対策の為、仕事以外の利用自粛をお願いしていたが、利用者は昨年に比べ増加しており、子育て支援の重要

な役割を担っている。利用人数の増加に伴い、低年齢児のサポートの人手不足解消が今後の課題である。 

（２）学童保育事業に関する件 

  低学年の利用が増え、利用人数も増加している。高学年も定着している利用児童が中心となり、学童保育活動

をまとめたり、低学年や預り保育園児の面倒を見たりする場面もあり、異年齢集団としてよいコミュニティが

できている。 

（３）障がい児サポート事業に関する件 

  障がい児としての利用実績はないが、必要に応じて対応することとしている。重要なサポート事業として継続

していきたい。 

（４）新年度に関する件 

   スタッフ 

      所   長  ：園長 小山哲夫、 

学童 担当  ：山本まりな（常勤正教諭） 

預かり担当  ：櫻木晴奈 幼稚園 年中組副担任兼務 

非常勤パート：伊藤大道（興部教会牧師）、藤田明子（2021新採用） 

 

 
 

 



３、興部保育所 ２０２１年度 報告 
（１）入所児数 ２０２２年３月３１日現在 

（２）職員 

興部

保育

所 

主任 岩 渕 雅 世 ３年（前６） 保育士・幼２ 常勤 

保育士 １歳児 渡 辺 愛 子 １１年 保育士・幼２ 常勤 

保育士 ３・４・５歳児 伊 藤 由 佳 ３年（前６） 保育士・幼２ 常勤 

保育士 ３・４・５歳児 北 崎 美 緒 ３年（前２） 保育士・幼２ 常勤 

保育士 ２歳児 主任 宮 下 祥 ３年 保育士・幼２ 常勤 

保育士 代替 五十嵐 宏 美 ２年 保育士・幼２ 非常勤 

保育士 １歳児補助 佐 藤  舞 0年  常勤準職員 

調理員 武 山 通 子 ３年(前あり)  常勤準職員 

調理員 代替 桑 野 友 恵 ３年(前あり)  非常勤 

    

（３）園医 

   内科医  興部町 国保病院  

   歯科医  牧村歯科医院 

 

（４）年間行事 

 

 

 

 

年齢 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 合計 

人数 5 5 7 4 5 ２６ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



学校法人はまなす学園自己評価結果公表シート 

２０２１年度 はまなす幼稚園 
 

１．学園の教育目標 

 本園は１９５７年１０月、地域の幼児教育に貢献することを願って、日本キリスト教団興部伝道所が公益事業として『興部幼児園』

を開設し、１５年余の歩みの後、公共性を備えた永続性のある幼稚園となることを目的として、１９７３年４月に学校法人はまなす学

園はまなす幼稚園として新たな歩みを始めた。 

  以来、興部町の多くの方に支えられ、学校教育法第７７条の規定に基づき、善良なる習慣を養い、家庭教育を補うを以て目的とす

る。キリスト教精神を建学の精神として、地域に根ざした幼児教育によって幼児の心身の発達を助長することを目的としている。 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画をもとに設定した学校評価の具体的な目標や計画 

    『わたしたちは互いに愛し合おうではないか。 

               愛は神から出たものである。・・・神は愛である。』 

                         （新約聖書ヨハネの第１の手紙４章７・８節） 

大人が便利で豊かな生活を求め、少しずつ『愛し合う生き方』を切り捨ててきた結果、子どもが子どもらしく生きることが困難にな

り、「共に生きる喜び」をしっかりと身につけられずに成長していることは悲しむべき現実である。現代の子どもに関する様々な問題・

現象は、「子どもらしく・人間らしく生きたい」と願う子ども達の切実な訴えであり、見逃すことのできない問題である。 

  本園はキリスト教の精神による『互いに愛し合う』教育を中心として、自他共に『かけがえのない人間である』という理解を深め、命

の輝きを感じ合う心を大切にし、子どもらしく伸び伸びと遊び、「喜び合う心」「思いやる心」「労る心」を数多く経験することによっ

て『心の器』を大きくする生活を基調にしている。 

 戦争・乱開発・自然環境悪化を反省し、地球規模で様々な人々と文化や価値観を越えて認め合い、平和で幸せな未来を築くべき時が

きているという時代認識に基づき、互いに受け入れ合う「教育」、そして自然・環境をテーマにした教育が、次世代を生きる子ども達に

とって最も望まれる教育であると確信している。さらに、昨今のメディア情報社会において、子どもがテレビ・ゲーム・アニメ等に夢

中になり、暴力的シーンを数多く見せられ、暴力的言葉のシャワーを浴び続けることによって、人間らしさ・人格を司る脳の一部に影

響がでてきていることが明らかになっている。この危険性を多くの父母・関係者に周知することも、本園が果たすべき大きな役割であ

ると確信している。 

 

○本年度の具体的教育重点目標 

（１）暴力的メディア・ゲームの悪影響を周知し、保育内容に反映させる＜継続課題＞ 

  ・暴力的メディア・ゲームの悪影響に関する情報を収集する。 

  ・園児・父母暴に対し暴力的メディア・ゲームの悪影響について知識啓蒙を継続する。 

（２）環境教育の実践＜継続課題＞ 

  ・動物飼育活動の充実（鱒の稚魚・うさぎ・羊他） 

  ・畑栽培活動によって、自然の豊かさを実感する活動 

（３）情緒安定を助長させる運動遊びの充実＜新規取り組み課題＞ 

  ・柳沢運動プログラムの学習により、運動遊びが幼児期の情緒安定に大きく影響することを学び、 園児の生活に積極的に取り入

れて、その成果を検討する。 

（４）ことばを育む環境を大切にする。幼児の「聞く力」減少している現状において、聞く力の大切さを学習し、環境を整える。 

 

３．評価項目の達成及び取組状況 

 

(1) 教育内容 ：評価結果 十分達成されている。 

   認定こども園移行に伴い、基本設計構想を教職員で検討する機会が多くあった。幼稚園と保育所の併合の為、保育の内容や行事

のあり方等をどのようにすり合わせをするか話し合う中で自分たちの保育を見直す良い機会となった。また園長を中心として、メ

ディア・ゲームの影響を研究し、様々な機会を活用して啓蒙活動を行っている。本年度は新型コロナウイルス感染症予防のため子

育てを語る会等の学習会、また、クリスマス祝会でのスライド説明等は実勢出来なかった。しかし園だより等でできる限りの情報

発信を実施し積極的に子ども達の心の健康に努力した。 

   また、運動会・クリスマスなどの行事においても、自然保護・健全な心の成長を重点においてプログラム企画・発表などにおい

て具体的に評価される活動を展開し、キリスト教建学の精神を基盤に命の大切さ、自然への畏敬の念を育てている。 

   また、一人一人の子どもたちの個性、豊かな人間性を伸ばすために、子ども自身が自ら選び、関わり、乗り越えるためのプロセ

スを大切にするアクティブラーニングを取り入れ、全クラス複数担任制により、広い視野で子どもの成長を見守ることができてい

る。 

 

(2) 教員研修 ：評価結果 

   世界食糧ＤＡＹへのおにぎり弁当参加・募金、各種支援募金なども積極的にＰＲ・実施してきている。幼児には難しい食糧問題

であるが、食育としても継続して取り組むことが必要であると評価する。 

 

(3) センスオブワンダー、聞く力を育む教育環境 

子ども達が自然と触れ合う中で「センスオブワンダー」をしっかり伝える事、幼児の聞く力を育む為に、言葉を大切にして園児

と過ごす生活について再検討し、教師自身が言葉を大切に保育することができるようになってきている。今後は、より具体的に子

ども達の成長を導く言葉環境を整備することが望まれると評価する。  

 

４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

 

☆評価結果 ほぼ目標が達成されている。 

  

５．今後取り組むべき課題 

  教育内容のより一層の充実・環境整備、認定子ども園移行に向けての準備 

  認定こども園移行に向けた行事の再設定や幼稚園・保育所の併合に向けて意見交流会の実施などを実施する予定である。 

 

 

 



２０２1年度 保護者アンケート 結果のご報告    回答率78％（７０世帯中55世帯） 

先日実施した保護者アンケートの集計結果および考察についてご報告いたします。アンケートのご協力いただき誠にありがとうございま

す。この結果を踏まえ、本園の教育・保育活動がより充実したものになるよう取り組みを進めていきたいと考えております。 

 

以下アンケート結果・考察になります 

 

 

 

 

 

① 教育目標・教育方針・保育内容について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



② 預り保育について    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート結果の考察】 

・アンケート1～27について、概ね良い評価をいただき感謝しております。 

今後も保護者アンケートや日頃の情報交換を通じて保護者の皆様のご意見を頂き、より安心してお子様を通園できるよう教職員一同努めてま

いります。お気づきの点がございましたら、いつでも幼稚園までご連絡ください。 

・登園時の保護者の皆様との連絡では、コロナ禍ということもあり園内へ入ってお話を伺うことも難しかったため、対応不足だったと感じていま

す。降園時の対応では、降園バスに担任が添乗するため、今までよりも保護者の皆様にその日のお子さんの様子を伝える時間が短くなってし

まいました。今後、登園時の玄関でのお迎え職員を配置することや、保育中の体調変化・怪我など重要事項は、必ず降園後にお伝えできるよう

体制を整えていきたいです。 

・行事については認定こども園移行を見据えて、土曜日開催としましたが、保護者の皆様が参加しづらいとのご意見があり、２０２２年度の行事予

定では再検討いたします。 

 

【幼稚園の総合的な感想やご意見（自由記述）】 

 

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自由記述に対して考察です】   

・今年度も新型コロナの影響で家庭訪問やPTAレク・保育参観等が中止となってしまい、保護者と保育者の接点も例年より少なくなってしまい

ました。日頃から保育の様子を伝えられる工夫や必要があれば個別面談等も実施したいと考えています。お子様の様子で気になる点があり

ましたら、いつでもご相談ください。 

・預り保育でのお子様を脅すような対応や幼稚園との連携不足については、大変申し訳ありませんでした。保護者の皆様が安心して預り保育

を利用できるよう、スタッフ一同で今回のご意見を真摯に受け止め、改善に努めていきます。 

・行事毎のアンケートも実施できるよう尽力します。また、保護者に向けて教職員の名前と顔が一致するよう職員紹介を新年度には行いたい

と考えています。 

・プップの毛刈りやマス稚魚放流は、園児達にこれからも豊かな自然を守る心を育てていく、はまなす幼稚園の魅力の一つだと捉えています。

これ以外にも子どもたちがワクワクしながら成長できるプログラムを考え、挑戦していきたいと考えています。 

・「また明日も幼稚園へ行く」「楽しかった」とお子さんが言ってくれて大変うれしく思います。幼稚園から帰る時に「今日も楽しかった」と感じ

てもらえるよう今後も尽力します。 

・預り保育では、小学生との異年齢交流の中で主に中高学年に園児のお手伝いやサポートをしながら相互に成長できることをねらいとして運

営しています。また、利用人数が多くなった場合のサポートも幼稚園側からサポートや、補助員を増員する等の対応を充実したいと考えてい

ます。 

・クリスマス祝会の観覧席については、新型コロナの影響で互いに距離を保ちながらの観覧となり後ろの方が水らくなってしまいました。来年

度の開催では従来通りの一貫しての開催か２部制かは分かりませんが、お子様の観覧しやすくなるよう対応したいと思います。 

・認定こども園移行に向けて幼稚園のクリスマス祝会と保育所のお遊戯会をどのようにこども園で開催していくか現在協議検討中です。発表

会に関わらず、ダンスや器楽演奏なども保育の延長を参観日やインスタグラム等で発表出来るかもしれません。来年度に向けて検討していき

ます。 

・降園時のお子様の送り出しは、ホールで教職員が保護者のお迎えを確認してから外に出していますが、保護者の方を間違えないよう十分に

気を付けます。バス利用の子についても、園舎を出てからバスやハイエースまでの移動を危険が無いように配慮したいと思います。 

・新型コロナ対策については、小中学校や教育委員会との連携が不十分でご迷惑をおかけしました。また欠席理由については、園内での対応

に誤差があったようで対応が不十分でした。申し訳ございません。今後の対応としては、教育委員会を通じて相互の新型コロナ対策などの情

報を円滑に伝達できるように対応していきたいと考えております。 

・園庭消毒については、おっしゃる通りにお仕事の都合で参加が難しいことや、一定の保護者の方に負担がかかってしまう形になってしまって

います。保護者の皆様にはボランティアとして園庭環境維持をお願いしておりましたが、来年度からの園庭消毒の実施形態については再度検

討いたします。 

・日常保育の中での保育者や職員の対応についても今回のアンケートを真摯に受け止め改善に努めていきます。 

・行事予定変更のお知らせや必要物品の連絡についても速やかに連絡ができるよう教職員一同で注意していきたいです。 

・クラスだよりの文字の大きさについては承知いたしました。両面印刷も検討していきます。 

 

【興部町で子育てをする中で魅力的と感じることはありますか？（自由記述です）】 

   

  



 

 

 

 

 

 

 

【興部町で子育てをする中で不足だと感じている部分はありますか？（自由記述です）】 

 

 

【興部町の魅力・不足に対する考察】 

・自然が豊かで人とのつながりが温かいとのご意見を頂きました。幼児教育ではほぼ初めての集団生活の中で人とのコミュニケーションを学

び社会性を身に着けていく時期です。こうした人とのつながりが温かい地域での保育が子どもたちにとってより良い育ちの場となっていく

と考えます。幼稚園でも積極的に地域の方々と交流を持ち、人とつながりや思いやりを養っていきたいです。また、現在は新型コロナウイルス

の影響で休止していますが、あそびんこクラブも子育て支援の拠点として保護者のつながりを持てるようリニューアルして復活できたら良い

と考えています。 

・自然環境では山や海などの豊かな自然を生かして、自分たちの未来の自然を守る意識を高めつつ、興部町ならではの保育を展開できるよ

う教職員で保育計画を作っていきたいです。 

・小児科や児童館設置については、興部町の対応となりますが、今回のアンケート結果を踏まえて学園としても提言していきたいと考えます。 

・町内の子ども達の交流スペースとしては、実現するかは未定ですが、認定こども園の完成後にこども園敷地付近に小動物などと触れあれる

広場等を設けて子どもたちの交流ができる場となるような構想を考えています。 

・２歳以下の一時預かりについては認定こども園移行後に提供できるよう調整していきます。 

・月曜の午前保育については、前年度のアンケートでもお答えしましたが、週明けでの園児の負担を減らすための措置として設定しています。

今後、幼保連携型の認定こども園に移行するに伴い、保育所としての機能も充実させなければなりませんので、保育時間を変更する必要が

検討されています。 

・バギーや車いす、ベビーカーなどで生活をする中で不便だと思われた箇所は、学園を通して興部町へ提言してきたいと思います。また、は

まなす学園としてもすべての子どもが同じ空間で過ごし生活して様々な個性を認め育ち合うことを大切にしており、認定こども園の新園舎

でもバリアフリーを目指し計画を進めています。 

・現在、興部町子ども会育成連絡協議会は新型コロナウイルスの影響ですべての事業を休止しています。実現の可否はわかりませんが、興部

町社会教育委員会や興部町子ども会育成連絡協議会などで子ども向けスポーツ教室などの開催などを提案してみます。 

考察は以上です。 



☆園の運営に対して好意的な意見もいただき大変励みになります。保護者の皆様の全てのご意向に沿えるわけではありませんが、対応とし

て不十分だったご意見に対しては教職員で共有し改善へ勤めていきたいと考えております。貴重なご意見とご協力いただき誠にありがとう

ございます。 

幼稚園評価アンケート担当 事務 小山童史 


